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国
労
東
日
本
本
部
は
９
月
８
日
、
第
二
回
国
労
東
日
本
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
千
葉
県
・
東
千
葉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
各
地
方
よ
り
腕
自
慢
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
52
名
が
参
加
し
、
競
い
合
い
ま
し
た
。
団
体
で
は
地
元
の

千
葉
地
本
Ａ
チ
ー
ム
が
２
連
覇
を
達
成
、
個
人
で
は
千
葉
地
本
・
川

島
浩
志
選
手
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
①
東
日
本
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
②
東
京
地
本
「
第

22
回
組
織
強
化
・
拡
大
、
労
働
条
件
改
善
経
験
交
流
集
会
」、
③
盛

岡
地
本
「
第
８
回
組
織
拡
大
対
策
会
議
」
の
報
告
と
し
ま
す
。

　国労東日本本部ゴルフトーナメント第２回大会ということ

で、第 1回大会の雪辱に向けて調整してきた方もおられた

かと思います。

　今大会は昨年千葉地方本部が優勝したため千葉地域での開

催となりました。競技ルールについては、第１回と同じよう

に競技としての位置づけで考えさせていただきました。

　昨年の開催では、レギュラーティー ( 白 ) での開催でした

が、今回の開催場所は、距離の長いことでも知られている東

千葉カントリークラブでの開催といたしました。

　バックティーでのプレイは普段は難しいとの事ですが、ゴ

ルフ場のご厚意でバックティーといたしました。各選手の方

は、今までのゴルフとの違いを経験することになり、このよ

うなシチュエーションでのゴルフは行ったことがないと思い

ます。これが、各地方本部代表でもあり、日頃ゴルフの魅力

にとりつかれた猛者たちの集まりでもあり、自分のゴルフ人

生の一ページとしていただけたと思います。

　千葉地方本部及び各参加の地方本部の御協力により第２回

大会も、成功裏に終了しました。

　次回開催時には、組織拡大を視野に入れての大会を各参加

の地方本部にお願いするものです。

　　　　　　　　　　　　（競技委員長・吉田特別執行委員）

選手宣誓

団体優勝・千葉地本Aチーム個人優勝・川島さん

国労東日本



NO．7562014 年 10 月 1日 国　　　労　　　東　　　日　　　本 ②

　

盛
岡
地
方
本
部
は
、「
第

８
回
組
織
拡
大
対
策
会
議
」

を
８
月
30
〜
31
日
に
開
催
、

書
記
長
を
中
心
と
し
た
各
機

関
代
表
35
人
が
参
加
し
た
。

　

会
議
は
及
川
教
宣
部
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
座
長

に
小
林
執
行
副
委
員
長
を
選

出
。
執
行
委
員
会
を
代
表
し

佐
々
木
委
員
長
が
「
盛
岡
で

は
20
代
の
女
性
、
25
才
、
39

才
の
青
年
組
合
員
が
国
労
加

入
し
て
く
れ
た
。
こ
の
人
た

ち
を
し
っ
か
り
と
守
り
広
げ

る
取
り
組
み
が
必
要
。
私
た

ち
が
掲
げ
る
要
求
は
社
員
全

体
か
ら
支
持
さ
れ
る
こ
と
。

決
し
て
自
分
の
組
合
員
の
利

益
だ
け
を
求
め
る
要
求
で
は

だ
め
だ
。
そ
の
運
動
を
見
せ
、

仲
間
に
理
解
し
て
も
ら
う
。

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
人
間

関
係
を
つ
く
り
拡
大
に
繋
げ

て
い
こ
う
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
東
日
本
本
部
か

ら
宮
﨑
執
行
副
委
員
長
の
①

組
織
を
巡
る
情
勢
の
特
徴
、

②
労
働
協
約
改
訂
の
闘
い
、

③
前
年
度
の
各
種
提
案
と
交

渉
経
過
、
④
14
年
春
闘
に

つ
い
て
、
⑤
当
面
す
る
集
中

課
題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。
と
り
わ
け
東
日
本
本
部

の
拡
大
状
況
に
つ
い
て
「
幅

広
い
年
代
層
の
仲
間
が
国
労

を
選
ん
で
く
れ
て
い
る
。
業

務
の
委
託
化
が
進
む
中
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
仲
間
の
拡
大

も
多
い
。
東
日
本
管
内
全
域

に
わ
た
っ
て
拡
大
の
動
き
が

広
が
り
、
８
年
連
続
で
新
規

採
用
者
も
複
数
名
国
労
加
入

し
て
く
れ
て
い
る
」
と
報
告

さ
れ
た
。

　

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
こ
の
間
拡
大
の
成

果
を
あ
げ
た
八
戸
運
輸
分
会

と
北
上
工
務
分
会
か
ら
、
関

わ
り
の
き
っ
か
け
や
加
入
者

と
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の

か
の
報
告
を
受
け
た
。

　

菊
池
組
織
部
長
か
ら
当
面

す
る
取
り
組
み
と
分
散
会
提

起
後
、
三
つ
の
分
散
会
で
、

①
組
織
拡
大
の
意
思
統
一
に

向
け
た
取
り
組
み
状
況
、
②

具
体
的
な
も
う
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め
に
、
③
拡
大
後
の

変
化
と
引
き
続
く
拡
大
に
向

け
て
の
取
り
組

み
、
等
の
議
論

が
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
分

散
会
座
長
よ
り

「
分
会
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が

重
要
」「
若
い
社

員
は
組
合
費
に

不
満
が
あ
る
」

「
も
は
や
国
労
加

入
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
」「
分

会
執
行
委
員
会

を
定
例
化
し
、

機
関
紙
の
定
期
発
行
も
必

要
」
と
三
つ
の
分
散
会
よ
り

組
織
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
の
報
告
を
受
け
た
。

　

集
約
と
し
て
沢
田
書
記
長

が
「
組
織
拡
大
に
つ
い
て
、

私
た
ち
の
『
本
気
度
』
が
試

さ
れ
て
い
る
。
全
員
が
本
気

で
議
論
し
、
一
歩
前
に
出
る

取
り
組
み
に
し
た
い
。
国
労

の
運
動
に
魅
力
を
感
じ
加
入

し
て
く
れ
る
青
年
が
い
る
。

若
い
仲
間
を
包
み
込
む
取
り

組
み
と
合
わ
せ
、
拡
大
に
向

け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
た

い
」
と
ま
と
め
て
意
思
統
一

を
図
り
、
佐
々
木
委
員
長
の

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉

会
し
た
。　
（
盛
岡
地
本
発
）

　

東
京
地
方
本
部
は
８
月
30

〜
31
日
、
第
22
回
組
織
強
化
・

拡
大
、
労
働
条
件
改
善
経
験

交
流
集
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
は
稲
荷
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
鎌
田
委
員

長
か
ら
「
組
織
拡
大
と
職
場

の
改
善
は
一
体
の
も
の
。
職

場
で
働
く
人
た
ち
の
声
を
聞

き
、
分
会
活
動
を
行
っ
た
結

果
が
拡
大
に
繋
が
っ
て
い

る
。
平
成
採
用
の
青
年
が
加

入
を
決
断
し
て
い
る
中
で
、

組
織
を
残
し
て
い
く
事
が
急

務
。
こ
の
集
会
を
、
新
た
な

気
持
ち
で
拡
大
を
決
意
し
あ

う
場
に
し
て
ほ
し
い
」
と
主

催
者
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
労
働
講
座
と
し
て
国

労
東
京
顧
問
弁
護
士
の
鴨
田

先
生
よ
り
「
出
向
労
働
者
の

権
利
・
委
託
業
務
を
出
向
者

が
行
う
場
合
の
法
律
関
係
」

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
い

た
。

　

そ
の
後
、
様
々
な
機
関
の

取
り
組
み
に
学
ぼ
う
と
、
近

畿
地
方
本
部
大
阪
地
区
本
部

辻
組
織
部
長
か
ら
大
阪
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
国
労
加
入
し
た
二
人
に

も
そ
の
経
緯
な
ど
を
話
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
Ｇ
Ｓ
と
新
採
の
加

入
が
あ
っ
た
上
野
駅
分
会

や
、
加
入
が
続
く
大
宮
車
両

所
分
会
の
報
告
を
受
け
、
小

澤
組
織
部
長
よ
り
地
方
本
部

か
ら
の
提
起
を
受
け
、
９
つ

の
分
散
会
に
分
か
れ
、
さ
ら

に
議
論
が
続
い
た
。

　

二
日
目
は
、
東
日
本
本
部

伊
藤
教
宣
部
長
か
ら
、
東
日

本
本
部
の
組
織
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
の
報
告
、
八

王
子
地
区
本
部
熊
田
組
織
部

長
、
神
奈
川
地
区
本
部
長
瀬

組
織
部
長
か
ら
地
区
本
部
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

分
散
会
報
告
で
は
、
３
つ
の

分
散
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
点
の
報
告
が
出
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
青
年
部
の
参
加
者

か
ら
意
見
や
職
場
報
告
を
い

た
だ
き
、
新
橋
支
部
伊
藤
委

員
長
か
ら
「
新
橋
支
部
組
合

員
を
１
０
０
０
人
越
え
に
し

た
い
。
組
織
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
る
分
会
は
増
え
て
い

る
。
結
果
は
出
て
い
な
い
が

あ
き
ら
め
な
い
」
な
ど
力
強

い
決
意
表
明
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
か

ら
「
委
託
が
進
み
、
本
体
の

ス
リ
ム
化
・
分
社
化
な
ど
で

労
働
形
態
が
多
様
化
し
て
い

る
。
理
論
武
装
も
必
要
で
、

今
後
も
法
律
関
係
な
ど
の
学

習
会
も
行
い
、
そ
の
上
で
会

社
に
要
求
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
為
に
も
組
織
拡
大

が
必
要
。
会
社
は
集
団
的
な

労
使
関
係
を
個
別
的
な
労
使

関
係
に
し
て
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
私
た
ち
は
そ
う

は
さ
せ
な
い
と
国
労
の
旗
を

立
て
、
集
団
的
な
対
応
を
行

い
、
協
約
な
ど
も
結
ん
で
い

る
。
各
機
関
・
各
組
合
員
の

努
力
で
、
若
い
人
も
年
配
者

も
不
満
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
事
を
つ
か
ん
で
い
る
。『
国

労
へ
来
い
』
と
言
い
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ま
と

め
が
さ
れ
、
稲
荷
副
委
員
長

の
閉
会
挨
拶
の
後
、
中
嶋
青

年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
組
織
強
化
・
拡
大
を
全
体

で
誓
い
合
い
、
交
流
会
を
終

了
し
た
。　
（
東
京
地
本
発
）


